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　今回は、2019年 8月 16日から 19日まで、法政大学、明治大学、工学院大学などの教員・学生、





























































































































































　第Ⅰ期は、「仮設住宅への移転・居住初期」であり、時期としては、2011年 5月頃から 2011年 12
月末頃までの期間となる。
　第Ⅱ期は、「居住中期」であり、2012年 1月頃から 2014年 9月末頃までの期間となる。























































































































































　矢作町にあった愛宕仮設住宅から 2世帯、横田中学仮設から 1世帯、打越仮設住宅から 1世帯の
計 4世帯が被災世帯としてこの諏訪仮設住宅に転入した。合計 7世帯が被災世帯としてこの仮設住
宅に居住している。2019年 3月末までは子どものいる 5人家族、2世帯分離の 2戸（老夫婦の世帯






















































































　モビリア仮設は住戸総数が 108戸であるが、現在の入居戸数は 21戸で 35名の方が生活している。









































































所在し、そのうち 15戸（中上 6戸、本町 9戸）に被災世帯が居住している。従前居住地別の内訳は、
高田町 7戸、気仙町 6戸、小友町、広田町から各 1戸となっている。このほか、地域おこし協力隊
員が中上団地の 2戸を目的外使用している。
居住者の転出入
　2018年 8月からの 1年間に、住田町の 2団地から転出した被災者世帯は合計 7戸で、いずれも中






　住田町の 2団地を合計すると現在、目的外使用の 2戸をあわせて 17戸が居住用に利用されており、
居住者の談話室等を除くと、合計 44戸が空き住戸になっている。団地別の内訳は、中上団地が 37戸、
本町団地が 7戸となっている。
















































調査」（2011年 12月～ 2012年 2月）をもとに災害公営住宅の整備計画を 2012年 6月に策定し、順
次整備を開始した。陸前高田市は市職員も大勢被災したため、市が直接、工事等を発注する手法を













の入居を始めた。その結果、多少入居率が向上したが、それでも 2019年 7月現在の入居率が 50％程
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